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第２ 文化芸術振興のための重点施策

１．六つの重点戦略～「文化芸術立国」の実現を目指して～

（１）文化芸術活動に対する支援の在り方の抜本的見直し

◆ 専門的な審査・評価を実施し，支援策をより有効に機能させる機関として，新たに

「日本版アーツカウンシル（仮称 」の導入に向けた検討を行う。このため，早急に）

必要な調査研究を行うとともに，可能なところから試行的な取組を開始する。

２．各分野における重点施策（具体的施策）

（１）舞台芸術分野

②専門家による審査・評価の仕組みの導入の検討と支援制度の抜本的見直し

， ， ，○ 舞台芸術の支援に当たっては 公益性を重視しつつ 分野ごとに現場の実情を把握し

個々の事業の選定，評価等を行う専門家（プログラムオフィサー）を配置し，専門的

な審査をよりしっかりと行う，各種のデータに基づいた審査や評価を行うため，現地

調査も含め調査研究機能を強化する，PDCA（計画，実行，評価，改善）サイクルを確

立するといった観点から，海外のアーツカウンシル（文化芸術評議会）や公的文化芸

術助成機関等の例も参考としつつ，新たな審査・評価の仕組み（ 日本版アーツカウン「

シル（仮称 ）の導入を検討する必要がある。）」

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次）（平成２３年２月８日閣議決定）（抄）

第２ 文化芸術振興に関する重点施策

１．六つの重点戦略 ～ 「文化芸術立国」の実現を目指して ～

重点戦略１：文化芸術活動に対する効果的な支援

文化芸術活動に対する支援の在り方について、実質的に赤字の一部を補填する仕組みとな

っているため、自己収入の増加等のインセンティブが働かないとの問題、審査・評価体制の

不十分さといった助成面の課題や、鑑賞機会等の地域間格差、地方公共団体における文化芸

術予算の削減等の現状、さらには「新しい公共」等近時の動向を踏まえ、これを抜本的に改

、 。 、 、善し より適切かつ効果的な支援を図る 具体的には 文化芸術団体への助成方法を見直し

文化芸術活動への支援に係る計画、実行、検証、改善（PDCA）サイクルを確立することによ

って国としての支援策を有効に機能させるほか、民間や個人による支援と文化芸術各分野に

おける「新しい公共」の活動を促進する。また、国・地方において核となる文化芸術拠点を

充実する。

これらの取組によって、我が国の文化芸術水準の向上を図り、その成果を広く国民が享受

できる環境を整備する。

【重点的に取り組むべき施策】

◆ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会

における専門家による審査、事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のア

ーツカウンシルに相当する新たな仕組みを導入する。このため、早急に必要な調査研究

を行うとともに、可能なところから試行的な取組を実施する。


